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ネイ ル 村 で ヒュ ン ケ ル が 迎え た 初め て の 冬 。 そ の ある 日 の 1 コマ 。 
「 極 の 木 は 両手 を 広げ 」 novel/16937048 の あと 、「 賢者 の お 告げ 」 
novel/16772511 2 ペー ジ 目 の 前 。 


ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 に 来る 前 の こと が 話題 に 出 て きま す 。 
私 の 中 で は 、 原 作 最 終 回 以降 、 ヒ ュ ン ケル が ネイ ル 村 に 来る まで の 
経緯 は 、 年 表 の よう に 決ま っ て いま す 。 ヒュ ン ケ ル は 、 こ こ に 来る 
まで の 間 、 何 度 か 居 と 立場 を 変え て お り 、 そ の つう ちの 1 つが 「 ア ー 
モン ド の 花 」 novel16935786 で 出 て きた 、 カ ー ル 王国 近衛 師団 副 師 団 
長 と し て の 地位 で あり 、 ま た 、 こ の 話 で 出 て くる 過去 の こと で も あ 
けり ま す 。 

その あたり の 経緯 は 、 順 番 に 書い て いく つも けり で す 。 何 が あっ た の 
か は 、 ま だ ここ で は 書け ませ ん が 、 彼 が ヒド イ 目 に 適っ た わけ で は 
な いこ と だ け は 、 明 記し て お きま す 。 

表 多 は 、BANA 様 user/44876525 に お 借 |) し ま し た 。 素敵 な 冬 の 夜 の 
景 で す 。 


な お 、 本 作 は 、 お 題 「『 お 前 の 声 が 聞け な い 日 々 な ん て 、 想 像 で き 
な い 。』 の 台詞 を 使っ て ヒュ ンマ を 書く 」、 へ の 回 答 で も あり ます 。 


2022.3.26 ダイ の 大 冒険 オン リー イベ ント 「 口 モ そ く 」 合 わせ 
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陽 が 落ち る と 、 窓 の 外 か ら は 、 浸 みこ むむ よう な 冷気 が リ ビン グ に 
入り 込ん で きた 。 今夜 は に この 冬 で 一 番 の 寒さ だ 。 

マ ア ァ アム は 、 鹿 に ショ ー ル を か けた まま 暖 炉 に 近づく と 、 新 を くべ 
た 。 暖炉 の 火 は 、 新 た な 燃料 を 得 て 、 一 瞬 、 大 きく 爆 ぜ た 。 そ し 
て 、 新 を その 身 の 中 に 取り 込み 、 炎 は 、 穏 や か な 温か さ を 放 ち 続 け 
炉 8 

マ ァ ム は 、 ふ と 、 窓 の 外 に 目 を や っ た 。 

MS 込ま れ た ガラ ス は 分 厚く 、 そ の 窓 を 通し た 外 

2 明か り の 乏しい 村 の 夜 で は 、 外 の 様子 は 肝 い 知れ な 
| 職 問 

だ が 、 そ の 人 不鮮明 な 景色 の 中 に も 、 マ ァ ム は 、 普 段 と は 異な る Eh 
象 を 覚え 、 そっ と 窓 ミ を 開け た 。 

さっ と 、 身 を 切る よう な 冬 の 冷気 が 窓 か ら 入 り 込 ん で きた 。 

リビン グ で 食後 の コー ヒー を 口 に 運ん で いた ヒュ ン ケ ル は 、 急 に 
室内 に 入り 込ん で きた 冷気 に 気付 きせ 、 マ ァ ム の 育 に 目 を や っ た 。 

マ ァ ム の 背中 越し に 、 窓 の 外 の 景色 が 見 える 。 

ネイ ル 村 の 冬 の 夜 、 空 に 明か り は な く 、 遠 く の 家 々 か ら 漏 れる ぽ ぼ 
つぼ つと し た 明か り だ けが 、 暗 闇 の 中 に ぼん や り と 浮か び 上 が っ て 
いた 。 

ふと 、 そ の 景色 の 中 に 、 ヒ ュ ン ケル も 違和感 を 覚え た 。 

漆黒 の 夜 の 帳 に 、 は ら は ら と 舞い 落ち る も の が ある 。 

その 正体 に 気付 きせ 、 ヒ ュ ン ケル は つぶ や いた 。 

「・・・ 宮 か 。 どう り 寒 いわ け だ な 。 」 

「 え え 。 降っ て きた わ ね 。 

積もる か し ら 。」 

「 どれ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 立ち 上 が り 、 窓 の 前 に 立っ た マ ァ ム に 近づく と 、 外 
の 様子 を 見 た 。 

粒 の 大 き な 牡 丹 震 が 、 墨 の よう な 夜空 か ら 次 々 と 落ち て くる 。 音 


こ 


も な く 降 り 注ぐ その 純白 の 塊 が 、 天 か ら 迫 る よう に 押し 寄せ て く 
る 。 

その 雪 は 、 彼 を 通り 過ぎ て 地面 に 落ち て いっ た 。 次 々 と 大 地 に 吸 
い 込 まれ て ゆき な が ら も 、 し っ か り と 根 を 張る よう に 思え た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 空 を 仰い で その 様 を 見 な が ら 、 マ ァ ム に つぶ や い ! 
た 。 

「 積もる か も し れ な いな 。」 

「 珍 し いわ ね 。 」 

「 そ うつ な の か ?」 

「 つ うん 。 ロ モス で は ね 。 雪が 降る こと 自体 珍し く て 、 滅 多 に 積 も ら 
な い の よ 。 だ か ら 、 た ま に 降 る と 大 変 な の 。 」 

マ ア ァ ム は 困っ た よう に 眉 を すく め た 。 

ヒュ ン ケ ル に と っ て 、 ネ イル 村 で 迎え る 初め て の 冬 は 、 確 か に 、 
彼 が それ まで 暮らし た こと の あっ た どの 地方 より も 温暖 だ っ た 。 
マ ァ アム の さま に 、 ヒ ュ ン ケル も 苦笑 し た 。 

「 明 日 の 朝 は 、 雪 か き に 苦労 する か も な 。 」 

Bo 

ヒュ ン ケ ル は 、 も う 一 度 、 窓 の 外 に 目 を や っ た 。 

表 闇 の 中 に 、 純 白 の 大 き な 雪 の 粒 が 降り 注ぐ 。 

その 向こう に 、 い つも 通り の 村 の 景色 が あっ た 。 

近く の 家 で 、 木 の 大 が 開く 音 が し た 。 

村 の 誰か の 声 が 聞こ えた 。 

「 降 っ て きた ぞ ー。 」 

あちこち か ら 庶 が 開き 、 そ し て また 閉じ る 音 が し た 。 ば た ば た と 
し た 足音 に 、 木 の 落ち る 乾い た 音 。 

雪 の 夜 に 備え て 、 軒 下 の 新 を 多め に 家 の 中 に 入れ よう と し て いる 
の だ ろ っ つ 。 

その 音 だ け で も 、 村 の 人 々 の 行動 が 感じ られ た 。 

耳 に 届く の は 、 人 の 息吹 だ け で は な か っ た 。 

遠く か ら 、 聞 こえ る 馬 の い な な き や 豚 の 声 、 鶏 の 羽音 。 

夜 の 森 か ら 人 響く 、 風 を 切る 音 。 

あれ は 狐 高 の 飛ぶ さま か 、 あ る い は キメ ラ や ドラ キー の 飛び 立っ 
た 気配 な の だ ろ つ か 。 


じっと 、 耳 を そば だ て な が ら 、 ヒュ ン ケ ル は 、 夜 の 村 を 見 つめ て 
いた 。 

その 目 は どこ か 寂し げ で 、 手 負い の 獣 の よう に も 見 えた 。 

お そら く 、 彼 の 脳 長 に ある の は 、 こ の 目 の 前 の 風景 で は な い の だ 
ろ つ 。 

マ ァ アム は 、 首 を 少し 傾げ て 、 す ぐ 後 ろ に 立つ 彼 の 横顔 を 仰ぎ 見 
た 。 そ し て 、 そ の 心 に 浮か ぶ 風 景 を 思っ た 。 

マ ァ ム は 、 穏 や か な 声 で ヒュ ン ケ ル に 呼び か けた 。 

「 ヒ ュ ン ケル 。 冷え ちゃ うつわ 。 窓 、 閉 の まし ょ う 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 視 線 を 下げ て 、 マ ァ ム を 見 や る と 、 ふ っ と 、 消 え 
入り そう な 笑み を 浮か べた 。 

「 あ あ ・・・ そ うだ な 。 」 

マ ア ァ ム は 、 窓 を 閉め る と 、 長 椅子 に 旨い た ブラ ン ケ ッ ト を 手 に 
取っ た 。 そ し て 、 椅 子 に 座り 赴 し た ヒュ ン ケ ル の 眉 に 、 ふ わり と そ 
れ を か けた 。 

「 寒かっ た で し ょ う ?」 

「 あ あ 。 あ り が と う 。 」 

そう し て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 テ ー ブ ル の 上 で 両手 を 組ん だ まま 、 目 
を 閉じ 、 耳 を そば だ て た 。 

彼 は し ば らく の 間 そ うつ し て いる と 、 ぼ つり と つぶ や いた 。 

「 ここ で は 、 雪 の 日 に も 、 音 が 聞こ える の だ な ・・・。.」 

ひど く 感 傷 的 な その 声色 に 、 マ ァ ム は 、 彼 の 心情 を 察し た 。 彼女 
は 、 慮 る よう に 控え め に 吉 葉 を か けた 。 

「・・・ 思 い 出す ? リン ガイ ア の こと 。 」 
「・・・ あ あ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 つ うな ずい た 。 

ヒュ ン ケ ル が この ネイ ル 村 に 来る 少し 前 の こと 。 彼 は 、 し ば らく 
の 間 、 リ ン ガ イア の 山 の 中 で 、 一 人 で 暮らし て いた 時 期 が あっ た 。 
その 山 の 中 の 炭焼 き 小 屋 は 、 マ ァ ム も 訪れ た こと が ある の で 、 よ く 
知っ て いた 。 

彼 は 、 そ れ ま で 所 属し て いた カー ル を 離れ 、 騎 士 団 の 微 章 も 返 選 
し で 大 

リン ガイ ア の 雪山 。 


人 里 離 れ た 山 の 中 に ぼ ば つん と 立つ 一 軒 家 。 

それ は 、 ま る で 、 人 の 世 か ら 離 れ て 暮らそ うと し て いた 彼 自 身 の 
よう で も あっ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 ぼ つり 、 ぼ つり と 、 吉 葉 を 紡い だ 。 

「 俺 が 1 いた リン ガイ ア の 大 焼 き 小 屋 で は 、 雪 が 降る と 、 里 へ の 道 は 
閉ざさ れ た 。 一 切 の 往来 が 止ま る ん だ 。 

獣 も 、 モ ンス ター も 、 二 の 降る 夜 は 、 息 を ひそ め て いる 。 

人 の 声 も 、 獣 の 声 も 、 何 も 聞こ えな か っ た 。 聞 こえ る の は 自分 の 


呼吸 くら いで 。 
何 の 物 音 も し な く な っ て 、 こ の 世 か ら 音 が すべ て 消え た よう だ っ 


た な ・・・。 
あれ は まる で 、 夢 の 中 の 風景 を 外 か ら 見 て いる よう な 感覚 だ っ 
太 。 」 


マ ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル の すぐ 隣 に 椅子 を 買 く と 、 そ こ に 座っ た 。 
そし て 、 黙 っ て 、 彼 の 吉 葉 に 耳 を 傾け て いた 。 
「 雪 は 、 音 を 吸い 込む よ つ な 気 が する 。 
だ が ・・ ・。 
ここ で は 、 人 の 声 も 、 物 音 も 、 家 畜 の 声 も 聞こ える 。 
それ が 、 不思議 に 思え た 。 」 
マ ァ ム は 、 上 黙っ て 、 テ ー ブ ル の 上 の 彼 の 手 に 、 自 分 の 手 を 重ね 
た 。 雪 の 夜 に 、 互い の 温か さ が 染 みわ た っ た 。 
マ ア ァ ム は 、 ぼ ぽつり と 、 語り 掛け た 。 
「・・・ ヒ ュ ン ケル 、 本 当 に よかっ た の ? 」 
「 何 が だ ? 」 
「 この 村 に 来 て くれ て 。 」 
「 どう し た ん だ 、 急 に 。 」 
・・・ だ っ て 、 私 が 強引 に 連れ て きち ゃ っ た よう な 気 が し て 。 」 
マ ア ム の た め ら い が ち な 吉 い 方 に ヒュ ユン ケル は 区 き 、 そ し て 苦笑 


(27。 
確か に 、 ネ イル 村 に 来 な いか と 持ち 掛け た の は マ ァ ム の 方 だ っ 


た 。 
だ が 、 マ ァ ム が 彼 に し て くれ た こと で 、 余 計 だ と 思っ た こと な ど 


ー つ も な か っ た 。 


ヒュ ン ケ ル は 自分 の 手 を 抜く と 、 今 度 は 、 マ ァ アム の 手 の 上 か ら 自 
分 の 手 を 重ね 、 握 り 胡 し た 。 そ の 手 か ら 、 力 強い 温か さ が 伝 わっ て 
きた 。 

「 嫌 だ と 思っ て いた ら 、 村 の た め に 動 こ つう な ん て 思わ な いさ 。 

いま は 、 俺 に と っ て も 、 こ の 村 は 故郷 だ 。 

お 前 が 俺 に 、 新 し い 住 処 を 旨 え て くれ た ん だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 穏 や か な 目 で マ ァ ム を 見 つめ た 。 

「 マ ァ ム 、 お 前 は いつ も 、 俺 を 救っ て くれ て いる 。 

地底 魔 城 の と きも 。 

鬼 岩 城 と の 戦い の と きも 。 

リン ガイ ア で も 。 

俺 が 、 道 を 踏み 外 し た と き 、 暗 い 道 に 行こ うと し た と き 、 人 の 世 
に 背 を 向け て 生き て いこ うと し た と き 。 

いつ だ っ て 、 俺 に 手 を 差し 伸 べ て くれ た の は お 前 だ っ た 。 

お 前 と 出会わ な な けれ ば 、 今 の 俺 は な か っ た 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 ふ と 、 過 去 の 思い 出 を 口 に し た 。 

「 マ ァ ム 、 父 さん の 貝殻 を 見 つけ て くれ た の も お 前 だ っ た な 。 

あの と き の 父 さん の 吉 葉 は 、 い ま も よ く 覚 えて いる 。 」 

マ ァ ム は 上 黙っ て うつ うな ずい た 。 

ヒュ ン ケ ル を 系 し ん で 育て た 、 骨 の 父 の 吉 葉 は 、 マ ァ ム の 耳 の 中 
に も 残っ て いた 。 

地 砥 魔 城 の 隠し 部 屋 で 、 初 め て 、 魂 の 貝殻 に 込め られ た 言葉 を 聞 
いた 時 、 マ ァ ム は 深 が あふ れ た 。 

な ん て 深い 妹 し み だ ろ う 、 と 思い 、 マ ァ ム は バル トス の 子 を 想う 
心情 に 心 打 た れ た 。 

そし て 、 あ の 城 の 生 で 見 た ヒュ ン ケ ル の 率 し み に 満 ち た 、 傷 付い 
た 眼差し と 、 バ ルト ス が 彼 に 向け た 掛 値 な い 愛情 の 深 さ を 重ね 合わ 
せ 、 そ の 想い の すれ 違い に 心 を 痛め た 。 

だ が 、 あ の バル トス の 遺 吉 が 、 あ れ か ら 数 年 経っ た 今 も 彼 の 中 に 
残さ れ て いる の で あれ ば 、 あ の 宝物 が 見 つけ られ て よかっ た の だ 
と 、 マ アァ ム は 心から 思え た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 忠 いた 。 

「 人間らしく 生き て くれ 。 」 


その 音色 が 、 二 人 の 中 に 、 バ ルト ス の 声 で よみ が えっ た 。 

二 人 だ けし か 知ら な い 声 色 だ っ た 。 

「 あの 吉 葉 を か な えて くれ た の は 、 お 前 だ っ た 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 詩 葉 を つづ けた 。 

「 あの まま 魔王 軍 の 戦士 と し て 散っ て いた か も し れ な い 俺 に 、 そ つう 
で な か っ た と し て も 、 世 間 か ら 隅 絶 し て 生き る し か な いと 思っ て い 
た 俺 に 、 手 を 大 し 伸 べ て くれ た の は 、 お 前 だ っ た 。 

お 前 が 俺 を 、 人 の 世に 戻し て くれ た ん だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 吉 葉 が 、 丁寧 に ひと つ ず つ 、 並 べら れ て ゆく 。 そ こ 
に ある 、 マ アァ ム に 対す る 深い 感謝 と 愛情 を 、 マ ァ ム も 感じ 取っ て い 
ge 

「 音 も 何 も し な か っ た あの 十 山 と は 、 こ こ は 違 うつ 。 

人 の 声 も 音 も 、 家 畜 の 声 も 物音 も する 。 

人 が 生き て いる 気配 が する 。 

何より も 、 お 前 の 声 が ある 。 

お 前 の 声 が 聞こ えな い 日 々 な ど 、 俺 に は も う 考 えら れ な い 。 」 

そう し て 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム の 手 を 握る 己 の 手 に 力 を 込め 
8 

「 お 前 と 生き て いき た いと 思っ た 。 

だ か ら 俺 は 今 こ こ に いる 。 

お 前 に 感謝 こそ すれ 、 後 悔 す る よう な こと は 何 も な い 。 」 

は っ きり と 語ら れる 彼 の 吉 葉 に 、 マ アム は ふっ と 笑み を 浮か べ 
た 。 暖 旭 の 火 が 広がる よう に 、 胸 が 温か く な る 。 

・ あ り が と う 。 」 

ヒュ ン ケ ル は か ぶり を 振っ た 。 

「 礼 を 喜 つ の は 俺 の 方 だ 。 

も どか し いな 。 

どう つう したら 、 俺 が お 前 を どれ だ け 愛 し て いる の か を 伝え られ る の 
だ ろ つ か 、 と いつ も 思う 。 」 

急 に 語ら れ た 愛 の 吉 葉 に 、 マ ァ ム は さっ と 類 を 赤らめ た 。 彼 か ら 
視線 を 外し 、 つ つむ いて 咳 いた 。 

・ 知 っ て る わ 。 
毎日 吉 っ て くれ る も の 。 」 


ヒュ ン ケ ル は 、 即 座 に 反論 を し た 。 
「 いや 、 足 りな いな 。 
お 前 が 思っ て いる 以上 に 、 俺 は お 前 を 愛し て いる ん だ 。 」 
うつ 衣 う ご 、 ヒュ ン ケ ル は 、 マ ア ム を 抱き 寄せ た 。 彼 の 腕 の 中 に 
閉じ 込め られ る 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 左 腕 を 彼女 の 診 に 回 し て 抱き 寄せ 、 0 
彼女 の 頭 に 回 し 、 自 分 の 胸 に 押し 当て た 。 そ し て 、 彼女 の 視界 
語 っ た まま 、 豆 葉 を 落と し た 。 
「 言葉 だ け で は 足り な しい !。 
伝え させ て くれ 。 
お 前 を 愛し て いる 。 」 
その 言葉 の 意味 を 感じ 取り 、 マ ァ ム は どき り と 身 を 震わせ た 。 
怖い わけ で は な い 。 
た だ その 予感 に 戸惑う 。 
彼 の 体 が すでに 熱 を 帯び て いる こと を 、 マ ァ ム は 感じ 取っ て い 
た 。 
2 マ ア ァ アム に 問い か けた 。 
・ 嫌 か ?2 」 
は 折ら 
する と 、 ヒ ュ ン ケル は 安心 し た よう に 、 候 を 吐い た 。 
20 
その まま 彼 は 、 彼女 を 抱き か か えて 立ち 上 が っ た 。 マ ア ァ ム が か け 
て くれ た ブ プ ブランケット が 、 ふ わり と 床 に 落ち た 。 
隔 委 紅 ラペ ルリ 』 
マ ア ァ アム は バラ ンス を 崩し 、 反 射 的 に 彼 の 首 に 抱き つい た 。 
彼 の 胸 に 顔 を っ うず め な が ら マ ァ ム は 懇願 し た 。 
・ 恥 ず か し いわ 。 下ろ し て 。」 
「 お 前 だ っ て 、 俺 を こう や っ て 抱き か か えた こと が あっ た だ ろ 
9 二 
「 あれ は 丘 常 事態 ! 」 
6 今 も 、 非 常 事態 だ 。 俺 が 、 な 。 」 
お うつ 。、』 
不満 げに そう 詩 い な が ら も 、 マ ア ム は 彼 の 首 に 回 し た 腕 に 力 を 込 


め た 。 そ し て 、 ち ら り と 、 窓 の 外 に 目 を や っ た 。 

雪 は まだ 降り 続い て いる 。 

マ ァ ム は 思っ た 。 

彼 の 吉 葉 の と お り 、 雪 が 音 を 吸い 込む の な ら 、 こ の まま 今夜 は こ 
の 家 を 、 こ の 村 を 害 の 中 に 閉ざし て し まえ ば いい の に 。 

朝 に な れ ば 、 雪 を か いて 日 常に 戻 ろ う 。 

で も いま は 、 二 人 だ け で いた しい !。 

で つ 思 つ だ 。 


